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公明党横浜市会議員

　横浜市では、浸水対策の根幹となる雨水幹線・
雨水ポンプ場といった下水道整備や、河川の改修
により、大雨に対する安全度を向上させてきまし
た。また、新羽末広幹線などの下水道貯留施設や
今井川地下調節池などの河川遊水地の整備、さ
らには学校や公園における貯留浸透施設、開発に
伴う調整池等の設置指導など、流域での様々な対
策により、雨水の流出抑制の取組を推進してきま
した。
　公明党の本会議質疑に対して市長より「下水道

と河川等が連携した流域治水に、より一層力を入れて取り組む」との力強い答弁が
ありました。これまでの着実な取組により、水害に対する一定の安全度が確保され
てきましたが、近年の雨の降り方を踏まえると、更なる対策強化が必要ではないか
と考えています。
【質問】下水道と河川の連携による具体的な強化策について伺う。
【答弁】雨水幹線の整備や河川改修を引き続き推進するとともに、下水道と河川の
それぞれが持つ資源を最大限活用して、治水安全
度を強化していきます。例えば、河川への流出を
抑制している雨水調整池を有効的に活用するこ
とで、下流の下水道管の負担を軽減し、排水機能
を強化する取組や、多くの市民の皆様にご利用頂
いております河川の水防災情報システムに下水
道管内の水位情報を連携させることで、利便性を
高める取組を進めていきます。

令和6年 第3回定例会 決算特別委員会論戦より令和6年 第3回定例会 決算特別委員会論戦より

　神奈川区を流れる砂田川では、下村橋から道慶橋間を
中心に、水辺愛護会の皆様が本当に精力的に活動をいた
だいており、これまでの活動が認められ、今年、環境大臣
賞を受賞しました。
　砂田川水辺愛護会では、毎年こどもの日にあわせて「親
子鯉のぼり祭り」が開催されています。近隣にある菅田の
丘小学校の児童との校外学習も実施。地域とも連携し、こ
ども達が自然と触れ合う場も提供するなど、非常に熱心
に活動いただいています。このように活発に活動している
水辺愛護会がいらっしゃる一方で、「なかなか思うような
活動ができない」という声も聞こえてきています。
【質問】「水辺愛護会の活動をさらに支援すべき」と考え
るが見解を伺う。
【答弁】砂田川水辺愛護会の会長ともお話しさせていただ
いて、日頃の取組みに感謝を伝えています。一方で課題
もあるわけで、水辺愛護会の活動に参加していただく方

を増やすため、周辺にお住まいの方へ参加を呼び掛ける
ポスティングに取り組んでいるほか、草刈りの省力化を図
るため、自走式草刈機の貸出しなども拡充します。
　さらに、愛護会の皆様に寄り添う「水辺愛護会サポー
ター」を活用した支援策を拡充していきます。水辺愛護会
は本市の河川事業にとって、なくてはならない存在です。
愛護会の皆様の声に丁寧に耳を傾けながら、今後もしっ
かりと支援して参ります。

水辺愛護会への支援について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大雨による浸水被害対策への取り組みについて

または、045-232-7119 年中無休／24時間対応

急な病気やけがで、救急車を
呼ぶか、医療機関を受診する
か迷ったら…

●横浜・公明党発！ 救急電話相談「＃７１１９」が神奈川県全県下で対応可能に●

★電話で相談 #7119

新羽末広幹線

横浜駅の大改造計画として進めて
いるエキサイトよこはま22計画にお
いては、雨水幹線及びポンプ場の
整備によって、横浜の玄関口である
横浜駅周辺の治水安全度を、現行
の10年に１度の降雨対応から30
年に1度の降雨対応に高めること
を目的としています。神奈川公園の工事現場

　高齢者の健康を脅かし、生活の質を
低下させる帯状疱疹の予防には、ワク
チンが有効ですが、これまで全国の議
会では、公明党が議論をリードし、各地
で独自の一部助成が導入され負担軽減
が図られています。　公明党横浜市議
団もこうした動きと連携して「接種費
用の助成」と「国への定期接種化の働き
かけ」を横浜市に求めてきました（下記
年表参照）。

　本年6月、厚労省の専門家
会議でワクチン接種の有効
性や安全性が確認され、定期
接種化の方針が示されまし
た。　今後、対象年齢や開始
時期、助成額などを検討した
上で正式決定されます。

※新たに重症複合免疫不全症（SCID）及び脊髄性筋萎縮症（SMA）の２疾患を
　対象とした拡大新生児マススクリーニング検査を公費負担で行います。

公費助成の定期接種へ！公費助成の定期接種へ！

第3回定例会報告
　市立学校の給食調理室はエアコンが
なく、夏場は40度以上にもなる過酷な
環境です。市議団として給食室へのエア
コン設置を求めてくる中、今年度６校で
のモデル設置を実現。その効果・検証を
踏まえて、全校での給食室の環境改善に
ついて、速やかな検討を進めて行くこと
となりました。

市内公園を全面禁煙に
（R7 年 4 月より） 　 　 　

市営の地下鉄とバスに
精神障がい者の運賃割引を
導入（R7 年 4 月より） 　 　 　
乳幼児の先天性代謝異常症
等検査の拡充【２疾患を追加・
検査費用無償※】
（10月から開始）

給食調理室への
エアコン設置がスタート

第３回定例会で決定した主な施策

定期接種化について要望（R4年10月14日）

定期接種化を求める公明党横浜市会議員団と横浜市の動き
令和4年　5月20日　一般質問において公費助成の導入を要望
　　　   10月14日　令和5年度予算要望と合わせ、定期接種化を目指すよう要望
　　　　12月19日　市長が厚労省へ、定期接種化と財源措置を要望
　　　　　令和5、6年度横浜市内での罹患状況等を調査
令和5年  7月、11月　市長が厚労省に重ねて要望
令和6年  6月20日　厚労省専門家会議でワクチンを定期接種に含める方針を了承
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　　横浜・大阪・神戸・名古屋・

京都の五大市公明党によ

り、政策研究会を大阪市内

で開催。今年は、「防災・減

災対策」をテーマに各都市の

共通課題等をまとめて、国へ

の要望に繋げていきます。
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■連節バスで地域交通の更なる充実へ■連節バスで地域交通の更なる充実へ

■地域防災拠点の環境整備■地域防災拠点の環境整備
　　公明党の提案により、市内４５９

カ所の防災備蓄倉庫へ、今年度

から災害時に乳幼児を育てる家

庭が安心して避難できるよう、防

災備蓄品に液体ミルクやカセット

コンロ等を追加しています。併せ

て、地域防災拠点へのエアコン設

置も、継続して推進していきます。

■英語オンライン授業で海外交流（笹下中学校）■英語オンライン授業で海外交流（笹下中学校）
　　中学２年生の英語オンライン授業では、海外の同世代の学

生と英語でコミュニケーションを図ることで、英語学習へのモ

チベーションアップと、異文化へ

の理解を深めることを目的とし

ています。台湾の学生と日本のア

ニメや、神奈川県を紹介する企

画等を通じての活発な交流の場

となり、今後の英語教育の活用

に期待がされます。

　　２車体をつなげた全長約 18メートルの「連節バス」導入に

よる運行状況を視察。JR 戸塚駅付近から大規模団地のド

リームハイツを結ぶ路線であり、公明党が提案した他路線に

乗り継ぐ場合での「運賃

割引制度」も導入してい

ます。地域交通を取り巻

く経営環境が厳しくなる

中、効率よい事業運営に

より路線の維持にも寄与

するものです。

政務活動最前線政務活動最前線政務活動最前線

■公明党五大市政策研究会を開催■公明党五大市政策研究会を開催
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よ
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　『
火
山
噴
火
時
に
備
え
た
下
水
道

B
C
P
を
』

　 

竹
内
　
康
洋
（
神
奈
川
区
選
出
）

　
「
地
震
に
加
え
て
、
大
規
模
噴
火
に
伴

う
火
山
灰
の
降
灰
に
つ
い
て
も
、
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継

続
計
画
）
を
早
期
に
策
定
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。局
長

か
ら
は
、「
降
灰
時
に
も
、ト
イ
レ
機
能
の
確
保
や
、汚
水
溢

水
の
防
止
、浸
水
対
策
な
ど
、下
水
道
の
機
能
を
維
持
す
る

こ
と
は
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。今
後
、
降
灰
対
策
に
関

す
る
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
早
期
に
策
定
し
、策
定
済
の
地
震
・

津
波
、
水
害
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
合
わ
せ
て
、
自
然
災
害
に
し
っ
か

り
と
備
え
て
い
く
」と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

下
水
道・河
川
局

 

　
　
　
　   『
地
下
鉄
高
島
町
駅
付
近
に
横
断
歩
道

設
置
を
！
』

　 

安
西
　
英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　
地
下
鉄
高
島
町

駅
２
番
出
口
付
近
の
国
道
16 
号
へ
の

横
断
歩
道
設
置
を
令
和
３
年
よ
り
推

進
し
、
今
年
8
月
の
県
警
協
議
に
て

横
断
歩
道
設
置
の
了
承
が
得
ら
れ
ま

し
た
。局
長
は
、「
今
後
は
、横
浜
国
道

事
務
所
に
て
設
計
を
行
い
、
県
警
と

の
交
通
協
議
を
実
施
し
、
交
差
点
改

良
工
事
に
着
手
予
定
で
あ
り
、
市
と

し
て
早
期
に
工
事
着
手
が
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
を
行
う
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

都
市
整
備
局

　
　
　 

　
　 

『
公
園
ト
イ
レ
を
洋
式
化
で
清
潔
に
』

　 

竹
野
内
　
猛
（
金
沢
区
選
出
）

　

海
の
公
園
に
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
多

く
の
市
民
が
訪
れ

て
賑
わ
う
一
方
で
、
ト
イ
レ
の
改
修
を

望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
質
疑
に
お
い
て
、令
和
６
年
度

か
ら
５
年
間
で
市
内
全
て
の
公
園
で

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
完
了
す
る
こ

と
、海
の
公
園
に
お
い
て
は
令
和
８
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
、
園
内
全
て
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、
個
室
の
拡
張
、
照
明

の
L
E
D
化
、
悪
臭
対
策
等
を
実
施

す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

み
ど
り
環
境
局

       　
　

 『
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
推
進
』

　 

行
田
　
朝
仁 

（
青
葉
区
選
出
）

　
「
防
犯
対
策
」は
、
毎
年
の
市
民
意
識

調
査
の
上
位
に
あ
が
り
、
公
明
党
は
長

年
に
わ
た
り
防
犯
カ
メ
ラ
、
防
犯
灯
の
継
続
し
た
設
置
拡

大
を
推
進
し
て
い
ま
す
。能
登
半
島
地
震
で
は
、
窃
盗
等

が
発
生
し「
避
難
所
の
安
全
対
策
」や「
空
き
巣
対
策
」等

の
た
め
1
0
0
0
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
活
用
さ
れ
ま
し

た
。「
災
害
時
の
活
用
も
視
野
に
、防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促

進
」に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。山
中
市
長
か
ら
は「
防
犯

カ
メ
ラ
は
平
時
の
地
域
防
犯
活
動
の
補
完
と
共
に
、災
害

時
に
も
治
安
の
維
持
や
安
心
感
に
つ
な
が
る
。設
置
を
促

進
し
て
い
く
」と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

総
合
審
査

　
　
　 

『
高
齢
化
す
る
市
営
住
宅
の
活
性
化
を
』

　 

髙
橋
　
正
治
（
緑
区
選
出
）

　
「
高
齢
者
の
単
独
世
帯
」が
世
帯
の
約

６
割
に
達
し
、生
活
不
安
に
加
え
、階
段

の
昇
り
降
り
な
ど
の
日
常
生
活
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、

自
治
会
の
担
い
手
不
足
や
、
草
刈
り
、
清
掃
な
ど
の
維
持

管
理
の
難
し
さ
も
課
題
と
考

え
市
営
住
宅
の
今
後
の
方
向

性
を
伺
い
ま
し
た
。局
長
は
、

「
福
祉
的
な
要
素
が
強
い
市

営
住
宅
で
は
、
住
宅
部
門
と

福
祉
部
門
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
市
営

住
宅
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地

域
全
体
の
活
性
化
も
今
後
検

討
す
る
」と
応
じ
ま
し
た
。

建
築
局

　
　
　
　   

『
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
充
実
を
』

　 

木
内
　
秀
一（
旭
区
選
出
）

　

不
登
校
児
童
対
策
も
視
野
に
入
れ
、

「
対
面
だ
け
で
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
学
び
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
」

と
訴
え
ま
し
た
。教
育
長
は
、「
児
童
生
徒
の
一
人
ひ
と
り

の
個
性
あ
る
い
は
事
情
に
応
じ
て
、
リ
ア
ル
空
間
や
オ
ン

ラ
イ
ン
空
間
に
加
え
て
メ
タ
バ

ー
ス
の
よ
う
な
バ
ー
チ
ャ
ル
空

間
、
そ
の
３
つ
の
空
間
で
の
学
び

の
場
を
整
備
し
て
全
て
の
児
童

生
徒
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
多
様
な
環
境
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　  

『
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
日
曜

開
所
を
』

　 

武
田
　
勝
久
（
磯
子
区
選
出
）

　

屋
内
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
遊
ば
せ

ら
れ
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
で
は
、父
親
の
利
用
者
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。現
在
は
原
則
火
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
の
開
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
日
は
仕
事
の
保
護

者
も
多
く
、
父
親
も
含
め
た
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、

「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
日
曜
開
所
を
行
う
べ
き
」
と

質
問
し
ま
し
た
。局
長
よ
り
「
利
用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
日
曜

開
所
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
家
庭
や
拠
点
運
営
事
業
者
の

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
青
少
年
局

　
　
　 

『
災
害
時
の
生
活
用
水
の
確
保
を
！
』

　 

斉
藤
　
伸
一（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

　

井
戸
所
有
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
災

害
発
生
時
に
活
用
で
き
る
災
害
応
急
用

井
戸
が
約
1
8
0
0
か
所
あ
り
ま
す
が
、水
を
汲
む
ポ
ン

プ
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。2
0
1
4
年
度
、

私
の
提
案
に
よ
り
修
繕
費
用
の
一
部
補
助
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、「
設
備
の
経
年
劣
化
等
を

考
え
る
と
、井
戸
所
有
者
へ
の
支

援
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。局

長
よ
り
「
井
戸
の
不
具
合
状
況

を
改
め
て
把
握
し
、所
有
者
へ
の

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
」旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
局

横断歩道の整備イメージ和式から 洋式へ！

　
　
　 

　
　
　
　
　  
『
子
ど
も
た
ち
に
文
化
体
験

の
機
会
を
』

　 

市
来
　
栄
美
子
（
都
筑
区
選
出
）

　

家
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
、
学
校
外
の

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
の
機
会
に
大
き
な
差
が
あ
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
文
化
体
験
の
場
は
、
広
く
全

て
の
子
ど
も
た
ち
に
開
か
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
、「
子
ど
も
の
文
化
体
験
推
進
事
業
を
、
今
後
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
べ
き
」
と
訴
え
ま
し

た
。副
市
長
よ
り
、「
放
課
後
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
だ
け
で
は
な
く
、放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
や
児
童
養
護
施
設
な
ど
、

他
の
子
ど
も
の
居
場
所
も
対
象
に

加
え
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
文

化
体
験
が
で
き
る
機
会
を
検
討
す

る
」と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
局


